
5

月
、「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
と
都
市

計
画
」
の
世
界
文
化
遺
産
へ
の
推
薦
が
決
定

し
ま
し
た
。

◆
苦
労
し
た
推
進
活
動

　
台
東
区
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に
台
東
区

国
立
西
洋
美
術
館
本
館
世
界
遺
産
登
録
推
進

会
議
を
発
足
さ
せ
た
の
を
契
機
に
、
国
や
都
、

国
立
西
洋
美
術
館
や
国
外
の
関
係
機
関
、
区

議
会
や
民
間
の
推
進
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
国
立
西
洋
美
術
館
の
建
築
的
価
値
や
建
築

家
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
功
績
の
内
容
が
専

門
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
区
民
に
わ
か
り
や

す
い
周
知
方
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
区
民
講
座
で
は
、
美
術
館
見
学
ツ

◆
世
界
文
化
遺
産
推
薦
ま
で
の
経
緯

　
国
立
西
洋
美
術
館
は
、
戦
後
フ
ラ
ン
ス
政

府
か
ら
寄
贈
返
還
さ
れ
た
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（
印
象
派
の
絵
画
及
び
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
を

中
心
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
）
を
保
存
・
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

館
さ
れ
た
、
西
洋
美
術
全
般
を
対
象
と
し
た

国
内
で
唯
一
の
国
立
美
術
館
で
す
。
そ
の
美

術
館
の
本
館
は
、
近
代
建
築
の
巨
匠
の
一
人

で
あ
る
世
界
的
な
建
築
家
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
９
月
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
作
品
を
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
す
る
た
め
、
日
本
政
府
に
対

し
共
同
推
薦
の
依
頼
が
あ
り
、
平
成
20
年
１

平
成
28
年
７
月
17
日
、
第
40
回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
台
東
区
に
あ
る
国
立
西
洋
美
術
館
を
含
む

「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
作
品
―
近
代
建
築
運
動
へ
の
顕
著
な
貢
献
―
」
が
、
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

台
東
区
で
は
、
国
立
西
洋
美
術
館
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
推
進
活
動
を
熱
心
に
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

登
録
決
定
の
瞬
間
は
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
台
東
区
の
こ
れ
ま
で
の
国
立
西
洋
美
術
館
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
決
定
に
至
る
ま
で
の
取
組
の
ほ
か
、

区
内
文
化
施
設
の
見
ど
こ
ろ
や
秋
の
企
画
展
と
、
文
化
施
設
巡
り
に
便
利
な
循
環
バ
ス
「
め
ぐ
り
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

歴
史
と
文
化
が
薫
る
、「
世
界
遺
産
の
あ
る
ま
ち
」台
東
区
を
楽
し
む

　
　〜
区
内
循
環
バ
ス「
め
ぐ
り
ん
」で
、楽
し
く
文
化
施
設
巡
り
〜

国
立
西
洋
美
術
館
が
世
界
文
化
遺
産
に

世界文化遺産登録の決定は地道な活動を支えた台東区にも大きな喜び
をもたらした（左上：平成28年８月４日に行われた活動報告会、右
上：決定の瞬間に喜びを表す服部区長（左）、宮田文化庁長官（中）、
馬渕国立西洋美術館長（右）、左下：区内循環バスめぐりんに施され
たラッピング、右下：うえの夏まつり登録決定記念パレード）
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京橋
に新
スポット

が誕生

す
れ
ば
、
気
軽
に
乗
り
降
り
で
き
て
観
光
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
便
利
で
す
。

　
こ
の
江
戸
バ
ス
は
、
平
成
28
年
３
月
に
は

乗
客
が
３
０
０
万
人
を
突
破
し
て
お
り
、
区

民
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
観

光
の
足
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
区
で
は
、
江
戸
バ
ス
を
利
用
し
て
区
内
に

広
が
る
多
彩
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
気
軽
に
訪

れ
て
も
ら
お
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
ご

と
の
江
戸
バ
ス
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

お
花
見
マ
ッ
プ
付
き
の
「
桜
だ
よ
り
編
」、

区
内
に
点
在
す
る
文
化
財
を
ま
わ
る
こ
と
が

で
き
る
「
史
跡
め
ぐ
り
編
」、
区
が
舞
台
と

な
っ
た
作
品
の
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
す
る

「
映
画
・
ド
ラ
マ
・
小
説
の
舞
台
編
」
な
ど
、

マ
ッ
プ
を
利
用
す
れ
ば
ひ
と
味
違
う
、
趣
向

を
こ
ら
し
た
ま
ち
巡
り
を
楽
し
め
ま
す
。

中
央
区
初
の
公
的
観
光
案
内
所
が
開
業

　
現
在
、
国
内
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
人
気

エ
リ
ア
で
あ
る
銀
座
と
日
本
橋
の
ど
ち
ら
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
、
東
京
駅
か
ら
も
ほ
ど

近
い
場
所
に
、
今
年
11
月
、
中
央
区
が
は
じ

め
て
公
的
な
観
光
案
内
所
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　
新
し
く
開
設
さ
れ
る
「
中
央
区
観
光
情
報

﹁
江
戸
バ
ス
﹂
で
観
光
ぶ
ら
り
旅

　
見
ど
こ
ろ
の
多
い
中
央
区
、
い
ろ
い
ろ
と

見
て
ま
わ
る
に
は
、
区
内
を
縦
横
に
走
る
９

つ
の
地
下
鉄
路
線
の
利
用
も
便
利
で
す
が
、

ま
ち
の
景
色
を
見
な
が
ら
移
動
で
き
る
バ
ス

も
お
す
す
め
で
す
。

　
区
内
に
は
平
成
21
年
12
月
か
ら
運
行
を
開

始
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
江
戸
バ
ス
」

が
走
っ
て
い
ま
す
。
区
役
所
を
起
点
に
、
東

京
駅
や
日
本
橋
、
人
形
町
な
ど
を
ま
わ
る
北

循
環
と
、
築
地
や
月
島
、
晴
海
、
勝
ど
き
な

ど
を
ま
わ
る
南
循
環
の
２
ル
ー
ト
あ
り
、
区

内
ま
ち
巡
り
に
ぴ
っ
た
り
。
ほ
ぼ
20
分
間
隔

で
運
行
し
て
い
る
の
で
、
全
路
線
１
日
乗
り

放
題
の
１
日
乗
車
券
（
３
０
０
円
）
を
利
用

セ
ン
タ
ー
」
は
、
銀
座
線
京
橋
駅
に
直
結
す

る
ビ
ル
「
京
橋
エ
ド
グ
ラ
ン
」
内
の
地
下
１

階
と
１
階
に
、
観
光
情
報
提
供
の
拠
点
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ほ
か
の
観
光
案
内
施

設
と
の
情
報
共
有
に
よ
り
、
他
地
域
の
最
新

の
情
報
も
得
ら
れ
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
、

た
と
え
ば
、「
こ
れ
か
ら
午
後
の
時
間
で
、

イ
ベ
ン
ト
や
お
す
す
め
の
場
所
は
な
い
か
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、「
今
か
ら
で

あ
れ
ば
、
○
○
で
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ

て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
生
の
情
報
提
供
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
で
の
観
光
案
内
に
加
え
、
新

た
に
多
言
語
対
応
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。

　
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
区
の
多
彩
な

魅
力
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
つ
つ
、
多
言

語
に
よ
る
対
面
案
内
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を

活
用
し
な
が
ら
観
光
客
と
一
緒
に
な
っ
て
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
な
、
お
も
て
な

し
の
接
客
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
世
界
最
大
の
〝
ス
ポ
ー
ツ
と
平
和
の
祭
典
〞

で
あ
る
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
前
に
、
今
後

も
区
を
訪
れ
る
観
光
客
は
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
外
国
人
を
含
む
観
光
客
に

と
っ
て
、
区
内
や
周
辺
地
域
を
観
光
す
る
た

め
の
必
須
の
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

個性あるまちの
魅力を世界に向けて発信する

　周辺地域を含めた観光情報が得られる以外にも、区内
名産品、風呂敷・ポストカードなどの中央区観光協会オ
リジナルグッズ、旅行時に便利なトラベルグッズなども
購入できる。また、空中散歩する感覚で観光スポットを
検索できるデジタルマップが設置され、江戸時代の古地
図や昭和20年代または現在の航空写真と重ねて見るこ
とができるのも歴史ある地域ならでは。

中央区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

開業
中央区観光情報センター

完成イメージ

さまざまなテーマで区の魅力を発見で
きる「江戸バスマップ」。区民にも好
評で、掲載されている場所へマップ片
手に訪れる人も多い。マップは区役所

や出張所、区民館、
図書館など区の関連
施設で手に入れるこ
とができる

63 広報担当おすすめスポット“わたしのまち”　第44回
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層
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
乗
車
券
（
３

０
０
円
）
を
利
用
す
る
と
全
路
線
が
１
日
乗

り
放
題
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
乗
車
券
の
提

示
で
下
町
風
俗
資
料
館
や
一
葉
記
念
館
、
書

道
博
物
館
、
朝
倉
彫
塑
館
の
入
場
料
が
団
体

料
金
に
適
用
さ
れ
る
割
引
特
典
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
め
ぐ
り
ん
と
南
め
ぐ
り
ん
の
乗

り
継
ぎ
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
区
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
池
波
正
太
郎
記
念

文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。
池
波
正
太
郎
作
品
に

関
す
る
様
々
な
資
料
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
書
斎
の
復
元
や
著
作
、
自
筆
原
稿
、

絵
画
等
の
一
部
を
常
時
展
示
し
て
い
て
、
池

波
作
品
フ
ァ
ン
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ッ

ト
で
す
（
入
館
は
無
料
で
す
。）。

　
台
東
区
の
歴
史
と
文
化
を
楽
し
む
た
め
に

「
め
ぐ
り
ん
」
を
上
手
に
活
用
し
て
み
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。

区内の観光に便利な、区内循環バス「めぐりん」

台東区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

南・北めぐりん「生涯学習センター北」
下車　徒歩２分

所在地　台東区西浅草３-25-16（台東区
生涯学習センター１階・台東区立中央図
書館内）
開館時間　月～土曜日 午前９時～午後
８時、日曜日・祝日 午前９時～午後５時
休館日　毎月、第三木曜日（館内整理日・
祝日に当たる場合はその翌日）　年末年
始、特別整理期間
※ 展示替え、資料整理のため臨時休館する場合が

ありますので、ご確認ください

URL https://www.taitocity.net/tai-
lib/ikenami/

池波正太郎記念文庫

北めぐりん「入谷区民館根岸分館
（書道博物館）」下車　徒歩３分

所在地　台東区根岸２-10-４
開館時間　午前９時30分～午後４時30
分（入館は午後４時まで）
休館日　月曜日（祝日と重なる場合は翌
日）、年末年始、特別整理期間等
URL http://www.taitocity.net/zai
dan/shodou/
　洋画家であり書家でもあった中村不折が、その
半生40年あまりにわたり独力で蒐集した、中国及
び日本の書道史研究上重要なコレクションを有す
る専門博物館。

書道博物館

東西めぐりん「不忍池」
または「京成上野駅」下車
ともに徒歩２分

所在地　台東区上野公園２－１
開館時間　10月30日（日）まで午前９時
30分～午後５時30分（入館は午後５時ま
で）11月１日（火）から午前９時30分～午
後４時30分（入館は午後４時まで）
休館日　月曜日（祝日と重なる場合は翌
日）、年末年始、特別整理期間等
URL http://www.taitocity.net/zai
dan/shitamachi/

下町風俗資料館

区内の見どころ文化施設

東西めぐりん「谷中霊園入口」下車
徒歩約10分

所在地　台東区谷中７－18－10
開館時間　午前９時30分～午後４時30
分（入館は、午後４時まで）
休館日　月曜日・木曜日（祝日と重なる場
合は翌日）、年末年始、展示替え等のた
め臨時休館することがあります。
URL http://www.taitocity.net/zai
dan/asakura/
　日本の彫塑界の中心的な存在として活躍した彫刻
家朝倉文夫が、東京美術学校を卒業した明治40年、
24歳の時に谷中の地にアトリエと住居を構え、こ
の場所を「朝倉彫塑塾」と命名し、教場として広く門
戸を開放して弟子を育成した場所を見学できる。

台東区立 朝倉彫塑館

東西めぐりん「上野駅・上野公園」下車徒歩２分

所在地　台東区上野公園７-７
開館時間　午前９時30分～午後５
時30分（冬期は午後５時まで）、金
曜日は午後８時、土曜日は常設展 午
後８時、企画展 午後５時30分まで
※入館は閉館の30分前まで

休館日　月曜日（休日の場合は翌火
曜日）、年末年始
URL http://www.nmwa.go.jp/

国立西洋美術館

北めぐりん「一葉記念
館入口」下車徒歩２分

所在地　台東区竜泉３-18-４
開館時間　午前９時～午後４時30分
（入館は午後４時まで）
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の
場合は翌日）、年末年始、特別整理期
間中

URL http://www.ta
itocity.net/zaidan/
ichiyo/

台東区立 一葉記念館
ⓒ
国
立
西
洋
美
術
館

　明治時代の自働電話機、大正初期の写真絵葉書（上野大仏、浅
草六区興行街）、たらいと洗濯板、長火鉢、昭和の銭湯の番台や東
芝製テレビなど、台東区内外から寄贈された、たくさんの貴重な
資料が展示されており、当時の文化や歴史を感じさせる。
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層
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
乗
車
券
（
３

０
０
円
）
を
利
用
す
る
と
全
路
線
が
１
日
乗

り
放
題
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
乗
車
券
の
提

示
で
下
町
風
俗
資
料
館
や
一
葉
記
念
館
、
書

道
博
物
館
、
朝
倉
彫
塑
館
の
入
場
料
が
団
体

料
金
に
適
用
さ
れ
る
割
引
特
典
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
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、
北
め
ぐ
り
ん
と
南
め
ぐ
り
ん
の
乗

り
継
ぎ
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
区
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
池
波
正
太
郎
記
念

文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。
池
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太
郎
作
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に
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す
る
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さ
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。
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さ
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。）。
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ア
ー
や
、
親
子
で
参
加
で
き
る
建
築
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
広
報
紙

を
配
布
し
た
り
、
桜
橋
花
ま
つ
り
、
下
町
七

夕
ま
つ
り
等
の
区
内
各
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

を
し
た
ほ
か
、
美
術
館
に
隣
接
す
る
上
野
公

園
等
で
の
の
ぼ
り
旗
の
掲
出
や
区
内
循
環
バ

ス
「
め
ぐ
り
ん
」
へ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、

様
々
な
手
段
を
用
い
る
こ
と
で
、
地
道
な
活

動
を
重
ね
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
の
区

民
へ
の
認
知
度
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

◆
世
界
文
化
遺
産
登
録
決
定

　
平
成
21
年
に
「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建

築
と
都
市
計
画
」
と
し
て
日
本
を
含
む
６
か

国
の
推
薦
に
よ
り
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録

を
目
指
し
ま
し
た
が
、
登
録
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
続
い
て
、
平
成
23
年
に
は

「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
作
品
│
近
代

建
築
運
動
へ
の
顕
著
な
貢
献
│
」
と
し
て
追

加
情
報
を
提
出
し
、
新
た
な
審
査
が
行
わ
れ

た
も
の
の
、
国
立
西
洋
美
術
館
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
の
道
は
開
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
区
で
は
、
継
続
し
て
登
録
推
進

活
動
を
進
め
、
平
成
27
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

政
府
が
日
本
を
含
め
た
７
か
国
を
代
表
し
て

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
改
め
て
推

薦
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
、

ん
」（
上
野
、
谷
中
、
浅
草
等
、
区
東
西
地

域
を
結
ぶ
）
の
運
行
ル
ー
ト
に
加
え
、
今
年

の
１
月
31
日
か
ら
、
区
北
部
地
域
と
南
部
地

域
を
時
計
回
り
で
つ
な
ぐ
「
ぐ
る
ー
り
め
ぐ

り
ん
」
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ぐ
る
ー
り
め
ぐ
り
ん
」
に
よ
っ
て
、

区
内
の
様
々
な
施
設
を
巡
る
の
が
、
よ
り
一

（
日
）
ま
で
特
別
展
「
娯
楽
の
聖
地 

浅
草
│

華
や
か
な
る
１
３
０
年
」
が
、
朝
倉
彫
塑
館

で
は
、
12
月
11
日
（
日
）
ま
で
特
別
展
「
朝

倉
文
夫
・
摂
・
響
子 

三
人
展
」
が
、
書
道

博
物
館
で
は
、
12
月
16
日
（
金
）
ま
で
企
画

展
「『
中
村
不
折 

生
誕
１
５
０
年
記
念
展
』

〈
後
編
〉
不
折
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
台
東
区
立

一
葉
記
念
館
で
は
、
11
月
の
樋
口
一
葉
の
命

日
に
あ
わ
せ
て
、
一
葉
祭
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
11
月
20
日
（
日
）
か
ら
23
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
期
間
中
は
入
館
無
料

と
な
り
ま
す
。
一
葉
祭
で
は
、「
た
け
く
ら

べ
」
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
や
記
念
講
演
、
朗

読
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
区
内
に
点
在
す
る
文
化
施
設
を
巡
る
の
に

便
利
な
の
が
、
区
内
循
環
バ
ス
「
め
ぐ
り

ん
」
で
す
。

　
め
ぐ
り
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
北
め
ぐ
り

ん
」（
浅
草
、
下
谷
、
鶯
谷
等
、
区
北
部
地

域
）、「
南
め
ぐ
り
ん
」（
上
野
、
入
谷
、
浅

草
橋
等
、
区
南
部
地
域
）、「
東
西
め
ぐ
り

　
ほ
か
に
も
、
区
に
は
多
く
の
文
化
施
設
や

芸
術
施
設
が
点
在
し
、
貴
重
な
文
化
財
や
歴

史
資
料
な
ど
、
収
蔵
品
の
数
々
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
、
秋
が
深
ま
る
９
月
に
は
、
区
内
で

も
特
に
多
く
の
文
化
施
設
が
集
ま
る
上
野
の

山
で
、「
上
野
の
山
文
化
ゾ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
文
化
・
芸
術
の
様
々
な
催
し

が
一
堂
に
会
す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
こ
の
期
間
、
各
文
化
施
設
で
は
、

様
々
な
企
画
展
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
国

立
西
洋
美
術
館
で
は
、
10
月
15
日
（
土
）
か

ら
平
成
29
年
１
月
15
日
（
日
）
ま
で
「
ク
ラ

ー
ナ
ハ
展
│
５
０
０
年
後
の
誘
惑
」
が
、
下

町
風
俗
資
料
館
で
は
、
平
成
29
年
１
月
15
日

世
界
文
化
遺
産
登
録
決
定
の
決
議
が
な
さ
れ
、

長
年
の
念
願
が
か
な
い
ま
し
た
。

　
や
っ
と
つ
か
ん
だ
国
立
西
洋
美
術
館
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
決
定
に
、
台
東
区
に
は
区

内
外
か
ら
多
く
の
祝
福
の
声
が
届
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
内
で
は
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
も
催

さ
れ
、
国
立
西
洋
美
術
館
の
お
膝
元
で
あ
る

上
野
地
区
で
は
、
７
月
21
日
に
ア
メ
横
商
店

街
で
登
録
決
定
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
７
月
23
日

に
は
上
野
観
光
連
盟
主
催
の
「
う
え
の
夏
ま

つ
り
」
に
お
い
て
登
録
決
定
記
念
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
々
の
祝
福
の
声

や
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
の

商
業
施
設
で
は
祝
福
の
懸
垂
幕
の
掲
出
等
が

行
わ
れ
、
区
内
は
お
祝
い
ム
ー
ド
一
色
と
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
世
界
文
化
遺
産
の
登
録

を
記
念
し
て
、
10
月
29
日
（
土
）
と
30
日

（
日
）
に
は
、
上
野
公
園
竹
の
台
広
場
（
噴

水
前
広
場
）
で
、「
国
立
西
洋
美
術
館
世
界

遺
産
登
録
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
台
東
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
国
立
西
洋
美
術
館
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

決
定
に
よ
っ
て
、
区
へ
の
来
訪
者
数
の
増
加

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

台東区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

区
内
の
見
ど
こ
ろ
文
化
施
設

「
め
ぐ
り
ん
」で
区
内
を
巡
っ
て
み
よ
う
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7

層
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
乗
車
券
（
３

０
０
円
）
を
利
用
す
る
と
全
路
線
が
１
日
乗

り
放
題
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
乗
車
券
の
提

示
で
下
町
風
俗
資
料
館
や
一
葉
記
念
館
、
書

道
博
物
館
、
朝
倉
彫
塑
館
の
入
場
料
が
団
体

料
金
に
適
用
さ
れ
る
割
引
特
典
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
め
ぐ
り
ん
と
南
め
ぐ
り
ん
の
乗

り
継
ぎ
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
区
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
池
波
正
太
郎
記
念

文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。
池
波
正
太
郎
作
品
に

関
す
る
様
々
な
資
料
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
書
斎
の
復
元
や
著
作
、
自
筆
原
稿
、

絵
画
等
の
一
部
を
常
時
展
示
し
て
い
て
、
池

波
作
品
フ
ァ
ン
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ッ

ト
で
す
（
入
館
は
無
料
で
す
。）。

　
台
東
区
の
歴
史
と
文
化
を
楽
し
む
た
め
に

「
め
ぐ
り
ん
」
を
上
手
に
活
用
し
て
み
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。

区内の観光に便利な、区内循環バス「めぐりん」

台東区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

南・北めぐりん「生涯学習センター北」
下車　徒歩２分

所在地　台東区西浅草３-25-16（台東区
生涯学習センター１階・台東区立中央図
書館内）
開館時間　月～土曜日 午前９時～午後
８時、日曜日・祝日 午前９時～午後５時
休館日　毎月、第三木曜日（館内整理日・
祝日に当たる場合はその翌日）　年末年
始、特別整理期間
※ 展示替え、資料整理のため臨時休館する場合が

ありますので、ご確認ください

URL https://www.taitocity.net/tai-
lib/ikenami/

池波正太郎記念文庫

北めぐりん「入谷区民館根岸分館
（書道博物館）」下車　徒歩３分

所在地　台東区根岸２-10-４
開館時間　午前９時30分～午後４時30
分（入館は午後４時まで）
休館日　月曜日（祝日と重なる場合は翌
日）、年末年始、特別整理期間等
URL http://www.taitocity.net/zai
dan/shodou/
　洋画家であり書家でもあった中村不折が、その
半生40年あまりにわたり独力で蒐集した、中国及
び日本の書道史研究上重要なコレクションを有す
る専門博物館。

書道博物館

東西めぐりん「不忍池」
または「京成上野駅」下車
ともに徒歩２分

所在地　台東区上野公園２－１
開館時間　10月30日（日）まで午前９時
30分～午後５時30分（入館は午後５時ま
で）11月１日（火）から午前９時30分～午
後４時30分（入館は午後４時まで）
休館日　月曜日（祝日と重なる場合は翌
日）、年末年始、特別整理期間等
URL http://www.taitocity.net/zai
dan/shitamachi/

下町風俗資料館

区内の見どころ文化施設

東西めぐりん「谷中霊園入口」下車
徒歩約10分

所在地　台東区谷中７－18－10
開館時間　午前９時30分～午後４時30
分（入館は、午後４時まで）
休館日　月曜日・木曜日（祝日と重なる場
合は翌日）、年末年始、展示替え等のた
め臨時休館することがあります。
URL http://www.taitocity.net/zai
dan/asakura/
　日本の彫塑界の中心的な存在として活躍した彫刻
家朝倉文夫が、東京美術学校を卒業した明治40年、
24歳の時に谷中の地にアトリエと住居を構え、こ
の場所を「朝倉彫塑塾」と命名し、教場として広く門
戸を開放して弟子を育成した場所を見学できる。

台東区立 朝倉彫塑館

東西めぐりん「上野駅・上野公園」下車徒歩２分

所在地　台東区上野公園７-７
開館時間　午前９時30分～午後５
時30分（冬期は午後５時まで）、金
曜日は午後８時、土曜日は常設展 午
後８時、企画展 午後５時30分まで
※入館は閉館の30分前まで

休館日　月曜日（休日の場合は翌火
曜日）、年末年始
URL http://www.nmwa.go.jp/

国立西洋美術館

北めぐりん「一葉記念
館入口」下車徒歩２分

所在地　台東区竜泉３-18-４
開館時間　午前９時～午後４時30分
（入館は午後４時まで）
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の
場合は翌日）、年末年始、特別整理期
間中

URL http://www.ta
itocity.net/zaidan/
ichiyo/

台東区立 一葉記念館
ⓒ
国
立
西
洋
美
術
館

　明治時代の自働電話機、大正初期の写真絵葉書（上野大仏、浅
草六区興行街）、たらいと洗濯板、長火鉢、昭和の銭湯の番台や東
芝製テレビなど、台東区内外から寄贈された、たくさんの貴重な
資料が展示されており、当時の文化や歴史を感じさせる。
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ア
ー
や
、
親
子
で
参
加
で
き
る
建
築
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
広
報
紙

を
配
布
し
た
り
、
桜
橋
花
ま
つ
り
、
下
町
七

夕
ま
つ
り
等
の
区
内
各
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

を
し
た
ほ
か
、
美
術
館
に
隣
接
す
る
上
野
公

園
等
で
の
の
ぼ
り
旗
の
掲
出
や
区
内
循
環
バ

ス
「
め
ぐ
り
ん
」
へ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、

様
々
な
手
段
を
用
い
る
こ
と
で
、
地
道
な
活

動
を
重
ね
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
の
区

民
へ
の
認
知
度
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

◆
世
界
文
化
遺
産
登
録
決
定

　
平
成
21
年
に
「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建

築
と
都
市
計
画
」
と
し
て
日
本
を
含
む
６
か

国
の
推
薦
に
よ
り
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録

を
目
指
し
ま
し
た
が
、
登
録
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
続
い
て
、
平
成
23
年
に
は

「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
作
品
│
近
代

建
築
運
動
へ
の
顕
著
な
貢
献
│
」
と
し
て
追

加
情
報
を
提
出
し
、
新
た
な
審
査
が
行
わ
れ

た
も
の
の
、
国
立
西
洋
美
術
館
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
の
道
は
開
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
区
で
は
、
継
続
し
て
登
録
推
進

活
動
を
進
め
、
平
成
27
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

政
府
が
日
本
を
含
め
た
７
か
国
を
代
表
し
て

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
改
め
て
推

薦
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
、

ん
」（
上
野
、
谷
中
、
浅
草
等
、
区
東
西
地

域
を
結
ぶ
）
の
運
行
ル
ー
ト
に
加
え
、
今
年

の
１
月
31
日
か
ら
、
区
北
部
地
域
と
南
部
地

域
を
時
計
回
り
で
つ
な
ぐ
「
ぐ
る
ー
り
め
ぐ

り
ん
」
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ぐ
る
ー
り
め
ぐ
り
ん
」
に
よ
っ
て
、

区
内
の
様
々
な
施
設
を
巡
る
の
が
、
よ
り
一

（
日
）
ま
で
特
別
展
「
娯
楽
の
聖
地 

浅
草
│

華
や
か
な
る
１
３
０
年
」
が
、
朝
倉
彫
塑
館

で
は
、
12
月
11
日
（
日
）
ま
で
特
別
展
「
朝

倉
文
夫
・
摂
・
響
子 

三
人
展
」
が
、
書
道

博
物
館
で
は
、
12
月
16
日
（
金
）
ま
で
企
画

展
「『
中
村
不
折 

生
誕
１
５
０
年
記
念
展
』

〈
後
編
〉
不
折
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
台
東
区
立

一
葉
記
念
館
で
は
、
11
月
の
樋
口
一
葉
の
命

日
に
あ
わ
せ
て
、
一
葉
祭
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
11
月
20
日
（
日
）
か
ら
23
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
期
間
中
は
入
館
無
料

と
な
り
ま
す
。
一
葉
祭
で
は
、「
た
け
く
ら

べ
」
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
や
記
念
講
演
、
朗

読
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
区
内
に
点
在
す
る
文
化
施
設
を
巡
る
の
に

便
利
な
の
が
、
区
内
循
環
バ
ス
「
め
ぐ
り

ん
」
で
す
。

　
め
ぐ
り
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
北
め
ぐ
り

ん
」（
浅
草
、
下
谷
、
鶯
谷
等
、
区
北
部
地

域
）、「
南
め
ぐ
り
ん
」（
上
野
、
入
谷
、
浅

草
橋
等
、
区
南
部
地
域
）、「
東
西
め
ぐ
り

　
ほ
か
に
も
、
区
に
は
多
く
の
文
化
施
設
や

芸
術
施
設
が
点
在
し
、
貴
重
な
文
化
財
や
歴

史
資
料
な
ど
、
収
蔵
品
の
数
々
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
、
秋
が
深
ま
る
９
月
に
は
、
区
内
で

も
特
に
多
く
の
文
化
施
設
が
集
ま
る
上
野
の

山
で
、「
上
野
の
山
文
化
ゾ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
文
化
・
芸
術
の
様
々
な
催
し

が
一
堂
に
会
す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
こ
の
期
間
、
各
文
化
施
設
で
は
、

様
々
な
企
画
展
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
国

立
西
洋
美
術
館
で
は
、
10
月
15
日
（
土
）
か

ら
平
成
29
年
１
月
15
日
（
日
）
ま
で
「
ク
ラ

ー
ナ
ハ
展
│
５
０
０
年
後
の
誘
惑
」
が
、
下

町
風
俗
資
料
館
で
は
、
平
成
29
年
１
月
15
日

世
界
文
化
遺
産
登
録
決
定
の
決
議
が
な
さ
れ
、

長
年
の
念
願
が
か
な
い
ま
し
た
。

　
や
っ
と
つ
か
ん
だ
国
立
西
洋
美
術
館
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
決
定
に
、
台
東
区
に
は
区

内
外
か
ら
多
く
の
祝
福
の
声
が
届
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
内
で
は
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
も
催

さ
れ
、
国
立
西
洋
美
術
館
の
お
膝
元
で
あ
る

上
野
地
区
で
は
、
７
月
21
日
に
ア
メ
横
商
店

街
で
登
録
決
定
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
７
月
23
日

に
は
上
野
観
光
連
盟
主
催
の
「
う
え
の
夏
ま

つ
り
」
に
お
い
て
登
録
決
定
記
念
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
々
の
祝
福
の
声

や
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
の

商
業
施
設
で
は
祝
福
の
懸
垂
幕
の
掲
出
等
が

行
わ
れ
、
区
内
は
お
祝
い
ム
ー
ド
一
色
と
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
世
界
文
化
遺
産
の
登
録

を
記
念
し
て
、
10
月
29
日
（
土
）
と
30
日

（
日
）
に
は
、
上
野
公
園
竹
の
台
広
場
（
噴

水
前
広
場
）
で
、「
国
立
西
洋
美
術
館
世
界

遺
産
登
録
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
台
東
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
国
立
西
洋
美
術
館
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

決
定
に
よ
っ
て
、
区
へ
の
来
訪
者
数
の
増
加

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

台東区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

区
内
の
見
ど
こ
ろ
文
化
施
設

「
め
ぐ
り
ん
」で
区
内
を
巡
っ
て
み
よ
う
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